
 

 

 

	 染色体 DNA複製時には、複製起点から両方向へ進行する２セットの複製フォークが形成され、

その先頭ではヘリカーゼが DNA２本鎖を開裂する。したがって、１カ所の複製起点につき２セッ

トの活性型ヘリカーゼが形成されるが、真核生物においては、まず２セットのヘリカーゼが不活

性型として複製起点に装着され、その後同時に活性化されると考えられる。Sld3は進化的に保存

されたヘリカーゼ活性化過程で働く因子であり、出芽酵母や動物細胞では、Sld7と呼ばれる因子

が２分子の Sld3 をブリッジすることで効率的な２セットのヘリカーゼの同時活性化が起きると

考えられている。分裂酵母においては、Sld7オーソログが未だ発見されていないが、最近我々は、

分裂酵母 Sld3は N末端部を通して自己相互作用できることを見出した。

このことは、分裂酵母では Sld7 無しでも効率的な２セットのヘリカーゼ

の活性化が起きる可能性を示唆する。この可能性を検証するべく、Sld3の

N 末端欠損変異や、自己相互作用欠損変異体を新規に単離し解析した結

果、これらの変異体では実際に DNA複製に影響が出ることを見出した。 
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